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I 調査地区の概況
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芳賀義昭＊ 栗原

児島三郎＊

正＊ 山脇徳美＊

山，水系， Cd汚染状況を示す。

Cd非汚染地区として南秋田郡井川町を， Cd汚染地区

として鹿角郡小坂町を選んだ。表 lに2地区における鉱

検診対象者は50~69オで且つ通年自家保有米を摂取す

るものとした。表 2に対象地区人口，対象者数を示す。

表I 2地区における鉱山，水系， Cd汚染状況

| 井 JII 町 小 坂 町

周辺にある なし 小坂鉱山1829年発見 相内鉱山1861年発見

鉱山＊l 古遠部鉱山1960年発見

鉱種は，何れも銅，鉛，亜鉛，硫化鉄

水 系 I 井 Ill JII 小 坂 JI I 

Cd翡農！瞥闊墾i調査眉誓認面積 瞥 I瞑 Cd濃度（ppm) I 
値～最小値I平均値

調査地区及び該当耕地面積

米＊2 al o.59~o.,6 I o.37 I細越 22.?ha 

昭和
71 0.38~0.11 I 0.21 I小坂川流域

45 

年度 土壌 I I I 
8| 4.3 ~ 1.9 I 3.0 細越 22.7ha 

水 I I I 

＂ 
跡

米 I ii 0.12 井川村井川 23号 281 1.27~o.04 I 0.29 若木立，細越，相内

這 I 1I o.4 
25:小玉仁氏

32¥ 6.5~2.1 I 3.7 
73.8ha 

46 
50ha 

水 I II不検出 昭和49年町制施行 61 不検出～痕跡

米 I 1J 0.05 131 0.96~o.o7 I 0.26 細越 34.Bha 

47 遠 l l| o.5 151 5.1~1.9 I 3.2 

水 I ii 0.0003 11 不検出 細越，J:小坂，中小坂，下小坂

米 I 1! 0.24 401 4.81~0.16 I。,57**鳥越，鴇，藤原の 7部落

48 土壌 I 11 0.60 
I 

水 I ii 0.0008 

米 I | I 
50| 3.86~0.01 I o.so** 細越，上小坂，中小坂，下小坂

49 土壌 I I I 

鳥越，鴇，藤原の 7部落

水 I I | 

＊！ 資料秋田県の公害（秋田大学環境問題担当班編） ＊＊乎均Cd濃度の計算

*2 米ー一玄 米 （各部落産米の平均Cd濃度x各部落の受診者数）の総計
土壌ー一乾土 総受診者数

水一~農業用水

＊秋田県衛生科学研究所
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表2 対象地区入口，対象者数

I井川町 1 小 坂 町

賛塁，．30現在） 1 1, 394 | 3,226 

総人口（同上） I 6,517 I 12,221 

男（同上） I 3, 142 I 5, 772 

女 （同上） I 3,375 I 6. 449 

検診対象部落 1井内，仲台2部落］言卓棗塁：虞
蒻，藤原7部落

攣，．4.1現在） 1 123 | 292 

総人口（同上） I 454 I I, 169 

男（同上） I 215 I 557 

女（同上） 239 I 612 

検診対象者数 1 男 l女 l言t |男|女|計

50オ～59オ l 16| 37| 53| 40| 62| 102 

60オ～69オ |22J 231 • 451 451 431 88 

1 | | | | | 

計 |381 601 981 851 1051 190 

｀ 喜 雷慧落| 23 19| 4228| 60| 88 

I 検診方法

検診項目と試験法を表 3に示す。第 1次検診で次の I

),2), 3)いずれか 1つでも出現する者を第 2次検

診対象者とした。

I), 尿中低分子蛋白陽性。

2), 尿中アミノ酸20mmol/£以上。

3), ディスク電気泳動でItype。

表3 検診項日と試験法

l． 問診（居住歴， 1戦歴，既往症

家族歴，自覚症状，現症，等）

試験試料早朝尿

第 I 2. 尿糖（酵素試験紙法）テステープ

3. 尿蛋白定量（Biuret法）

4. 尿アミノ酸定匿 (TNBS法）

次

検

診

5. 尿中低分子蛋白定性

(Micro--Ouchterlon y法）

6. 尿蛋白分画（ディスク電気泳動）

試験試料 蓄尿

7. 尿中金属排泄量（原f吸光法）

(Cd.Zn.Cu.) 

8. 血圧測定

上記全項目の検査を対象者全員に実掩

第

2
 

次

検

診

試験試料 ・2時間尿

• 2時間の中問で採血した血

液

l． 燐クリアランス

2. クレアチニン，クリアランス(Jaffe法）

3. 血清アルカリフォスファクーゼ定量

4. 血清無機リソ定星 (Fiske-Subbarow法）

5. 血清カルシウム定最

6. 血液尿素窒素定鯖

7. 血色素定撒（シアンメトヘモグロビン法）

8. ヘマトクリット値測定（毛細管法）

試験試料 早朝尿

9. 尿中低分子蛋白定翫（ローレル法）
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I[ 検診実施状況

両地区の受診状況を表 4に， 50~69オの未受診者内容

を表 5に示す。

表4 受診状況

：対象井 ；； 町受診る；、 受： 町受診

贋貶＼者数者数 1率 ％ 者 数 者 数 率 ％

50~591 161 151 93.71 401 351 87.s 

男
60~691 221 201 90.91 451 321 71.1 

計 I 381 351 92. 1[ 85| 671 78.8 

70~ 1 ―I 
-| ―I ―I 51 

50~591 371 361 97.21 621 521 83.8 

女
60~69 231 22i 95.61 43 371 86.0 

計 I 60! I sa¥ 96.71 105| 891 84.8 

70~ 1 —I ―| ―I 
111 11! 100.0 

A ロ 50~591 531 51| 96.2| 102| 871 85.2 

60~691 451 42! 93.31 88| 691 78.4 

tt I 981 931 94.91 1901 1561 82. I 

計
70~ 1 ―I ―I ―I 喝I 

表 5 50オ～69オ未受診者内容

一受ー診～不、能］祠＼地区I井 川町 I小坂町

出 稼 l 4 

入院又は療養中！

多 忙（農繁等） I 8 

旅行等検診時不在 I 25 

計
I 

5 34 

w 検診成績

得られた検診成績を表6, 7, 8, 9に示す。

ー 71-

表6 尿糖および，尿蛋白陽性者の出現頻度

髯 受診 糖＋以上 糖士以上 蛋白15町／di以上 蛋白10.,Al以上

者 数 人数 ％ 人数％ 人数 ％ 人数 ％ 

50~59 35 2 5. 7 15 42.9 19 54.3 24 68.6 

小男
60~69 32 2 6.3 11 34.4 12 37.5 21 65.6 

計 67 4 6.0 26 38.8 31 46.3 45 67.2 

70~ 5 3 60.0 4 80.0 4 80.0 5 100.0 

坂 50~59 52 I 1.9 8 15.4 22 42.3 34 65.4 

60~69 37 0 0.0 4 10.8 13 35. I 30 81.1 
女

計 89 1 1.1 12 13.4 35 39.3 64 71.9 
町

70~ 11 3 27.3 5 45.5 9 81.8 10 90.9 

合計 50~69 156 5 3.2 38 24.4 
豪攘 豪嬢

66 42.3 109 69.9 

50~59 15 2 13.3 5 33.3 2 13.3 5 33.3 

井男 60~69 20 4 20.0 11 55.0 2 10.0 4 20.0 

計 35 6 17.1 16 45.7 4 11.4 9 25.7 

9 1 l 50~59 36 0 0.0 6 16.7 8 22.2 11 30.6 

女 60~69 22 0 0.0 4 18.2 3 13.6 4 18.2 

町 計 58 0 0.0 10 17.2 11 19.0 15 25. 9 

合計 50~69 93 6 6.5 26 28.0 15 16.1 24 25.8 

＊，＊＊はそれぞれ 5%, I％の危険率で，小坂町と

井川町との間で，有意差がみとめられたことを示す。

表 7 尿糖，尿蛋白同時陽性者の出現頻度

嘉
受診 糖＋以上 糖＋以上 糖士以上 糖士以上

蛋白15.,/dll'J..と 蛋白10.,/dll:U:蛋白15.,AじU:蛋白l伽9/d1l:l.l:
者数 人数％ 人数％ 人数％ 人数％

50~59 35 2 5.7 2 5.7 12 34.3 13 37.1 

小男
60~69 32 1 3.1 2 6.3 8 25.0 10 31.3 

計 67 3 4.5 4 6.0 20 29.9 23 34.3 

70~ 5 3 60.0 3 60.0 4 80,0 4 80.0 

坂 50~59 52 

゜
0.0 0 0.0 7 13.5 7 13.5 

60~69 37 

゜女
o.o 0 0.0 3 8.1 4 10.8 

計 89 

゜
0.0 0 0.0 10 11.2 11 12.4 

町
70~ 11 3 27.3 3 27.3 5 45.5 5 45.5 

合計 50~69 156 2.7 30 1;. ; 34 
豪:i・

3 1.9 4 21.8 

50~59 15 0 0.0 1 6.7 0 0.0 2 13.3 

井男 60~69 20 I 5.0 1 5.0 l 5.0 2 10.0 

計 35 1 2.9 2 5.7 l 2.9 4 11.4 

Ill 50~59 36 

゜
0.0 0 o.o 0 0.0 I 2.8 

女 60~69 22 

゜
0.0 0 o.o 0 0.0 0 0.0 

町 計 58 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 1.7 

合計 50~69 93 1 1.1 2 2.2 1 1.1 5 5.4 

＊，＊＊はそれぞれ 5%, 1％の危険率で， 小坂町と

井川町との問で，有意差がみとめられたことを示す。



表8 低分子蛋白，アミノ酸尿，ディスク電気泳動!typeの出現頻度

口 受診f32-:G低こ。z:m 蛋R白BP]。鼻五［三□喜
讐 薗 禽ら 者数人数 1% 人数 1％人数 1% 人数 I%I人数 1% 人数 1%

小

坂

町

50~591 351 ol 。.o o o.0 0| 。.ol 21 5.71 31 8.61 51 14.3 

男
60~691 321 31 9.4, 。1 。.0 3 9.4 0 0.oI 2 6.3| 51 15.6 

計 I 671 31 4.5/ 。l 。.0 31 4.5 2 3.0 5 7.51 10| I4.9 

70~ | 5|120.0 01 。.0 1 20.0 01 。.0 01 。.oI 1 20.o 

50~591 521 21 3.8, 11 1.91 31 5.81 。。.o¥ 1¥ 1.9I 41 7.? 

女

60~69 | 371 。1 。.01 。。.o/ 1I 2. 71 1 I 2 • 71 。。.ol 31 8.1 

計 891 21 2-21 11 1.11 41 4.5¥ 11 1.11 11 1.11 1/ 7.9 

70~11¥  41 36.4, 21 18.2j 41 36.41 21 18.2, 31 27.3/ 41 36.4 

合計 Iso~691 1s6¥ s¥ 3.2J 11 。.61 71 4.5¥ 31 1.91 61 3.8¥ l+  10.9 

『
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＊，＊＊はそれぞれ 5%, 1％の，危険率で小坂町と井川町との間で，有意差がみとめられたことを示す。
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表9 低分子蛋白，アミノ酸尿， Itype,を示した者の 2次検診成績

年尿 尿 尿
ア 低 分 子 蛋 白 町 ／dl

蛋 ミ
ノ

性 白 酸

町d／ l うg 
A-M り＂．、

令糖

1t)オ
10 3 ＋ 59 

以J
男 72 + 88.3 

8 849-.11田
男 66 + 80.0 

0.90 
60 

オ男 68 + 18.6 16 
S49佃

1 男 63 士 80.0 15 

69 男 68 土 61.6 18 

＇」、オ

男 60 - 17.5 6 S49．知

男 55 + 86.8 18 

50 

オ男 54 士 48.8 20 

！男 58 :t 36.8 20 

閃男 52 - 232 16 

才

男 54 9.6 8 

坂□[ ・ニ
8 (, 1、< 881 i l.0 ー＇

28.75 

才l:_―i·,;—6 ’ --I Jco.'- 27 

., 
-;-

1617 

'" ,_ 女 I！75 I 70.6 I I 25 ＋ 

上トーI 1 
3．邸

女 i 7 8 -・一 ！' ’ r 1 1 | ＇ 8 
＋ 

l6 l9 ＋ 

•-; - ・ -

60 女 ’68.'26.-l’ I 9 ＋ 

才

I 女 62 ± 352 12 
＋ 

1.86 
町 69

オ女 64 - 52.0 20 

女 5 5 土 48.0
＋ 

S 6 90 
S49布

50 

オ女 58 士 73.6 17 

I 

59 女 67 土 27.2 18 

才

女 58
＋ 

2.88 

井 男 63 ＋ 19.6 6 

Ill 

町 女 65 - 119.2 
＋ 

2 5.49 

;:• 2次検診対象者 小坂町 22名中 2I名受診

'i, I ty択―明確な l tyJ>•の者。

RBP 

＋ 

1.57 

I M9.:. 1tt 

0.12 

0 15 

~49.llH 

0 13 

0 17 

S49.7ffi 
0.28 

o. 16 

0. 16 

＋ 

6. 79 

＋ 

4. 39 

＋ 

I. 30 

ペ•

3. 75 

＋ 

0. 30 

＋ 

2 42 

~49. 7(サ

0. 21 

＋ 

1．邸

＋ 

l 18 

デ
イ
ス

ク
電

i 
l9).pe 
(-) 

I Lyl"' 
(-) 

I type 
(-) 

I Lype 
（＋） 

I type 
（＋） 

l lype 
(-) 

I type 
（＋） 

I type 
(-) 

I type 
(-) 

I Lype 
（-.) 

I Lype 
（＋） 

l L)•IH` 
（＋） 

IIy匹
(-) 

I type 
(+) 

I ty1 .. 
(4) 

1 9y匹
(-) 

1,)加
(-) 

I type 
(-) 

J type 
(-) 

I Lype 
（＋） 

I type 
(-) 

l(t+J-pe ) 

Ktype 

尿中金履砂／llmIl 尿 Crr 
Cp TltP 排柑！罷

C,I 

＇ 
”‘ 吼

叫'I,IICu グg 
／ 

'" 
1111 

7.64 87.96 0.8 2 5.5 2.68 16.4 60.8 

21.86 78.68 8,8 0 - I 1.7 104.8 

15.78 邸 25 0.4 I 5.5 0.6 2 1 3.8 108 2 

22.82 75.46 11 8 I 2.0 090 131 87.7 

14.42 84.17 0、89 2 6.0 1.61 2 1.0 99.l 

18邸 72.71 4.84 - 269 78.7 

6.51 92.31 2.56 2 1.0 5.4 6 18.8 90.7 

」131 88.99 0.3 4 - 8.1 110.8 

18.14 83.81 1.94 18.8 2.17 1 5B 142 5 

14.11 70．匂 1.2 0 4 1.6 1.94 9.2 49 6 

8.98 89.51 0.80 I 5.6 0.98 14.G 90 6 

7.28 60.87 1.0 8 - 2 0.7 16.4 

13.65 68.28 0.6 6 8 4.4 0.90 I 0.8 40.7 

15.7¥ 8525 1.0 7 - 18.4 104.1 

9．蕊 67.61 0.8 0 - I 08 24.0 

I 0.8 

9.37 88.02 3.01 26.1 4.0 I 12.7 68.0 

18.84 88.26 2.8 2 5 1.6 8.51 2 9.9 95.6 

9 60 75.75 0.81 11.1 4.4 0 4.6 87.6 

10.22 84.21 2.44 35.5 3.9 6 11.9 59.7 

19.28 65.OS 2.51 2 6.~ 8.84 8.5 66.8 

8.01 92.08 1.4 2 18.7 2.64 14.2 83.5 

8B6 88.25 0.10 8.2 3.6 5 0.8 86.6 

8.78 87,88 0.0 6 2.8 0.97 1.1 253 
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9' 血 血 血 血 ヘ 血

清 清
溶 ア

；. ふi 
尿 色 卜

I' r. 素 ク

N 素
リ
•ノ

鴫r 嶋’ ， ク
り圧

／ ／ 
dl dC dt dt 

6匂 2.4 2 10.88 I 8身。 1 5.8 4 6.0 
186 
~86 

6.97 2.52 10.14 19.7 14.6 4 8.0 
182 
~66 

6.06 3 10 9.98 12.0 14.0 4 2.0 
18 6 
~76 

9.76 1.96 8.32 I 5.6 18.8 48.8 
164 
--!18 

6.78 398 9AO 16.5 18.6 4 1.3 
212 
~102 

6.67 227 1151 16.4 15.9 4 6.5 
130 
~78 

9.87 2 44 9.72 I 0.0 1 8.0 3 9.5 
198 
~120 

6.80 4.1 0 9.90 18.2 15.8 4 4.2 
140 
-86 

6.79 4.5 6 II.OE 18.9 16.0 6 0 5 
174 
~106 

8.48 2.54 9.44 18.8 
148 

14.9 4 4 5 
~6 

6.67 4 04 I0.41 149 15.0 4 6.6 
198 
~100 

9.90 2 19 9.76 
146 

I 5.5 12.6 3 8.o 
~80 

150 
9.21 2.90 9.48 2 7.5 12.6 8 8.0 

~90 

7.94 2.0 8 10.76 
146 

112 I 3.9 4 2.8 
~88 

9.52 352 10,04 3 9.5 89 20.5 
128 
~80 

164 
➔2 

1108 3.4 4 10.42 
150 

I 6.8 18.7 4 0.0 
--l!O 

2.67 8.5 0 9.38 28.6 12.6 86.8 聞
6.79 3.40 9.80 

150 
I 6.4 18.2 3 7.5 

~94 

8.48 8.4 0 10.42 I 2.2 142 4 8.0 
122 
~80 

122 
7.61 2.81 10.24 I 6.2 18.1 88.8 

~82 

1 8.7 0 8 6 5 10.78 
142 

18.9 12.8 38.5 
~90 

5.88 8.14 9.87 2 3.2 18.6 8 6.5 
118 
~72 

7.48 5.00 8.95 31.6 I 0.8 81.5 ~1li10f 6 

実施年月日

昭和 60年 1月 I8日（小坂町）

2月26日（井川町）



V 参考成績

参考として尿中 Cd濃度，その他を図 1,2，ならびに

表10, 11に示す。

（男女合計50~69オ）

小坂町
n -156 
エ＝ 8．o峯濠

。

'

I

 

%
1
0
0
0
 

，，＝ 5.4 

団J:□こ
20 

30 

4
0
%
 

井川町

n -93 
x -2.4 
C = 1.4 

10ク以上 0人 0%

豪棗は、 1 ％の危険寧で小坂町と井Ill町との間で
有意差がみとめられたことを示す。

゜

―

―

―

―

 

%

2

0

0

0

 

（男女合計50~69オ）

小坂町 n =ll8 
f = 176.8峯濠

a =1'6.9 

300;!;以上19人 16.1%

百芦Cd•Y.. 

井川町
n =64 
lf =50.5 
c, =32.0 

300:.l;以J:0人 0%

501% 
濠濠は、 1％の危険率で小坂町と井川町との間で

有意差がみとめられたことを示す。

図2 小坂町，井川町地区住民の大便中 CdI日

排泄量

図 1 小坂町，井川町地区住民の尿中 Cd濃度

表10

三男 D
 

69 
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尿所見別にみた尿中 Cd濃度（小坂町）

異常者 糖蛋白同時陽性 蛋白（土）以上 糖（土）以上 糖蛋白（一）
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※異常者：低分子蛋白（＋），アミノ酸尿ディスク電気泳動 Itypeのいずれか 1つでも出現する者。

※糖蛋白同時陽性：糖（土）以上蛋白10籠g/dヽ以上で，低分子蛋白アミノ酸尿，ディスク電気泳動ltypeの出現し

ない者。

※蛋白（土）以上：蛋白10霞g/“以上のみの者。

※糖（土）以上：糖（土）以上のみの者。

※Cd濃度 ：尿中 Cd濃度μ9／かの平均値。
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表11 尿糖，尿蛋白陽性別およびCd濃度別にみた低分子蛋白，アミノ酸尿の出現状況

I 人 数 I アミノ酸 I R B p I fi-MG | Lysozym Iいもず出れ現かし1つで
たもの

I I酎岱fodげ／g以上 I 14 (35.7)1 (64 -3~1 (64.3， ) (14.351 
10 

(71.4) 

2I蛋糖白(（+＋)） C10d μ9バ以下 621 (9.76 ) (9.7~1 
41 

(o.o~\ 
， 

(6.5)1 (14.5) 

3 I酎岱fodμg/¢以上 110 
32 12 14 

(2.73 ) 
42 

(29.1) (J0.9) (12.7) (38.2) 

4 I酎口fot,/¢以下 I 545 
17 

11 I 13 I 
(o.651 

25 
(3. 1) (2.0) (2.4) (4.6) 

5 I酎岱盆9/¢以上 I

゜

(0.0゚) (o.o~i (o.o~I (o.o~I 
゜

(0.0) 

6 I酎岱翌げ／り以下 261 (3.851 (0.0゚) (3.8) 1 (o.o~J 

1 
(3.8) 

7 I酎賃腐、9/¢以上 I 271 (33,3， ) (11.13 ) (11. 15¥ (o.o~J 

11 
(40.7) 

8 I誓に｝fodげ／¢以下 239 
3 

゜ `I  
(0.0゚) 

3 
(1.3) (0.0) (1.3) 

ムロ 計 1,023 
73 41 44 

(0.88 ) 
IOI 

(7. I) (4.0) (4.3) (9.9) 

※蛋白（ウリスティックス）弱陽性以上

※糖（ウリスティックス） ” ※アミノ酸（グリシンとして） 20mmol/I,以上 (TNBS法）

※RB P,.B-MG, Lysozym, (Micro--Ouchterlony法）

※（） ：％ 

V[まとめ

I. Cd汚染地区小坂町と非汚染地区井川町について，

尿糖および尿蛋白陽性者の出現頻度を比較すると，尿

糖の出現率は両地区間で差は認められないが，蛋白尿

の出現率は小坂が明らかに高率を示した。

2.尿糖，尿蛋白同時陽性者の出現頻度は，糖土以上で

蛋白15町／de以上，および糖土以上で蛋白10叩／d¢以上

の出現率が小坂町で有意に高率を示した。

3. 低分子蛋白，アミノ酸尿，ディスク電気泳動Itype 

の出現頻度は，それぞれでは両地区問に差が認められ

なかった。しかし， 3項目のうちいずれかに異常を認

めたものの頻度は小坂町が有意に高率を示した。

4, 2次検診は小坂町では21名について実施した。

そのうち， 50~60オ代についてみると，低分子蛋白

＋，またはアミノ酸20mmol/¢以上のものは14名で，

うち 6名 (42.9%)に％TRPの低下が認められた。
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尿糖，尿蛋白同時陽性で，低分子蛋白＋のものは 8名

で，そのうち 4名 (50.0%)に％TRPの低下が認め

られた。

尿蛋白十，尿糖ーで，低分子蛋白＋のもの 2名は，

いずれも％TRPの低下が認められた。

低分子蛋白ーであるが，アミノ酸20mmol/£以上を

示した 3名は，いずれも％TRPに異常が認められな

かった。

ディスク電気泳動Itypeだけを示した 2名も％TR

Pに異常が認められなかった。

これにたいし，非汚染地区井川町の 2次検診対象者

は2名であったが，いずれも％TRPの低下は認めら

れず，尿中Cdも低濃度であった。

以上のことから， Cd汚染地区小坂町では，非汚染

地区井川町に比べ，尿細管機能異常者の出現率が高

し‘o


